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20,032 20,036

事
務
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業
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実
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種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

相談件数

あそびひろば利用者数

指標の名称

30,097

1,065

37,731

　決算額　　(単位：千円) 20,179

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

31,334

4,803

1,594

0

6,715

18,41521,000

・子育て親子のひろば利用のきっかけづくりと、日常的にひろばを利用していただくため、新たにハーフバースデー
（6カ月児誕生会）・大きな木（グループ相談）・折り紙タイムを実施した。このことが利用者の増加へつながった。

目的達成度 4

必要性

30,638

4,877 4,951

1,302

36,276 36,654

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

5,519 6,139

0

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

職員が日々子育て家族と接する中で、利用者のニーズを把握するとともに、事業実施後の効果検証、改善を
行い、限られた予算、職員数で子育て家族に対するサービスの向上へつなげた。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 31,016 30,757 30,515

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

核家族化・地域社会における共同体意識の希薄化により、子育ての負担感・不安感を抱く親が増えている。
子ども家庭支援センターは、子育て中の家族の触れ合いの場・地域社会との交流の場・子育てに悩む親の気
軽に相談できる場としての必要性は高い。

維持

評
価
結
果

利用者数・事業数では目標を達成している。利用者のニーズを把握しながら事業の改善・充実を図っていく。

3 活動室がない中、複合施設の強みを生かして施設内の様々な場所利用したり、地域のボランティアの力を活
用し様々なイベントを実施した。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

子育て家庭の交流の場の提供や育児相談の実施により、子育てに対する孤立感、負担感の
軽減を図ることは、安心して子どもを生み育てる環境の形成につながる。また、児童虐待を予
防し、子どもの健やかな成長につながる。

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

・子どもと家庭の相談及び助言に関すること
・子育て中の親同士の交流の場及び子どもの安心・安全な遊び場の提供等子育て支援に関すること
・子育てに関する情報提供及び啓発に関すること
・子育てサークル及び子育てボランティア育成等の地域組織化に関すること
・子どもと家庭支援に関する関係機関との連携及び調整に関すること

（件）

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

１８歳未満の子どもとその保護者

（日）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

170

293

相談実施

126

293

788

179

（１）安心して子育てできる環境づくり

あり 子ども家庭支援センター運営

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区立子ども家庭支援センター条例、同施行規則

　
なし

20,341

912

２５年度

21,678

294

　

子育てに関する相談や子育て支援事業を通じ、子どもと家庭を支援し、区民が安心して子どもを生み育てることができる地
域環境の形成を図る。

(回)親子遊びプログラム開催数

開設日数

（人）

295

787

119

[終了予定]

平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 台東子ども家庭支援センター運営 所
管

区民部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

子育て支援課

185

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

③ 地域における子育て支援の展開[64]

条例・規則

都


